
 分科会資料 別冊  

 

 

令和４年度 当初予算関連資料 

 

 

令和４年度当初予算のポイント・主要事業 

（環境生活部関係） 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月 

環境生活部 

  



 



 

【予算編成にあたっての基本的な考え方】 

令和４年度当初予算は、部の使命である次の４つの方向性を柱として、

安全・安心が実感でき、全ての人びとが尊重され、心豊かに暮らせる三重

を創るため、選択と集中により事業を編成しました。  

 

＜環境生活部の使命＞  

・県民の皆さんとの連携による交通事故の防止、地域防犯力の向上、犯

罪被害者等支援の推進等に取り組み、くらしの安全・安心の実感を高

めます。 

・地球温暖化対策（緩和と適応）、大気・水環境の保全に取り組むとと

もに、廃棄物の３Ｒ＋Ｒと適正処理を推進することを通じて、環境へ

の負荷が少ない持続可能な社会をめざします。 

・県民一人ひとりが互いの人権を尊重するとともに、性別や国籍等に関

わらず、誰もが希望を持って挑戦、参画・活躍できるダイバーシティ

社会の実現に向けた取組を進めます。 

・三重の持つ魅力や多様性を感じる、文化の薫り高い生活の中で、心の

豊かさを育む取組を進めます。 

 

このような考え方のもと、令和４年度当初予算においては、「誰もが安

全・安心に暮らせるまちづくり」「脱炭素社会の実現および『きれいで豊

かな海』の再生」「人権が尊重され、誰もが参画できるダイバーシティ社

会づくり」「『新たな日常』における文化の振興」「循環型社会の構築」

について重点的に取り組みます。 
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（１）誰もが安全・安心に暮らせるまちづくり 

県民の皆さんとの連携により、交通事故の防止、消費生活の安全

の確保、地域防犯力の向上、犯罪被害者等支援の推進等に取り組み、

くらしの安全・安心の実感を高めます。 

また、性被害への対応については、コロナ禍をふまえた相談体制

の充実や、孤独・孤立な立場にある子どもの性被害支援の強化に取

り組みます。 
 

（２）脱炭素社会の実現および「きれいで豊かな海」の再生 

脱炭素社会の実現に向けて、環境、経済、社会の統合的向上をめ

ざしたさまざまな主体との連携による取組を進めるとともに、持続

可能な社会を実現するための共通基盤となる取組についても推進し

ていきます。 

また、良好な生活環境の保全や「きれいで豊かな海」の再生に向

けて、さまざまな主体と連携しながら取組を進めます。 
 

（３）人権が尊重され、誰もが参画できるダイバーシティ社会づくり 

県民一人ひとりが互いの人権を尊重するとともに、性別や国籍等

に関わらず、誰もが希望を持って挑戦、参画・活躍できるダイバー

シティ社会の実現に向けた取組を進めます。 

人権が尊重される明るく住みよい社会の実現に向け、コロナ禍を

ふまえた人権啓発や、インターネット上の差別、誹謗中傷等の発生

防止対策の充実を図るなど総合的な対策を推進します。 

また、誰もが参画できる社会づくりに向け、「第３次三重県男女

共同参画基本計画（令和２年度策定）」「性の多様性を認め合い、

誰もが安心して暮らせる三重県づくり条例（令和２年度制定）」に

基づく取組等を推進します。 
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（４）「新たな日常」における文化の振興 

三重にゆかりの深い画家を紹介する企画展や三重の持つ多様で 

豊かな自然と歴史・文化を体験する展覧会等を開催することにより、

県民の皆さんが文化芸術にふれる場を提供するとともに、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けた文化団体等に対して活動再開に向

けた支援を行います。 

また、コロナ禍等大きな社会情勢の変化や国の動きなどをふまえ

つつ、今後の文化振興施策の推進に向けた取組を進めます。 
 

（５）循環型社会の構築 

持続可能な循環型社会の構築をめざし、市町、事業者、ＮＰＯ等

のさまざまな主体とのパートナーシップを強化し、新たな知見や技

術を積極的に活用することにより、廃棄物の「３Ｒ＋Ｒ」の促進や

廃棄物処理の安全・安心の確保に取り組みます。 

また、循環関連産業の振興に注力することで、社会的課題である

プラスチックごみ対策や食品ロス対策を推進します。 
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【主な重点項目】 

（１）誰もが安全・安心に暮らせるまちづくり 

① 交通安全企画調整事業         予算額 １，４６５千円 

令和３年７月に策定した「第11次三重県交通安全計画」に基づき、

市町や関係機関と連絡調整を図りながら効果的な交通安全対策を

推進するとともに、令和３年３月に制定した「三重県交通安全条例」

について、Ｗｅｂ広告を活用して効果的・効率的に周知し、県民の

皆さんの交通安全意識や交通マナーの向上、自転車損害賠償責任保

険等の加入促進を図ります。 
 

② 飲酒運転０
ゼロ

をめざす推進運動事業    予算額 ３，３１４千円 

令和３年８月に策定した「第３次三重県飲酒運転０(ゼロ)をめざ

す基本計画」に基づき、関係機関と連携し、飲酒運転の根絶に関す

る教育および知識の普及・啓発を行います。 

特に、飲酒運転違反者に対して、アルコール依存症に関する診断

を受けるよう通知、勧告、再勧告を行うことにより再発防止対策を

推進するとともに、飲酒運転とアルコール問題に関する相談窓口を

運営し、飲酒運転の根絶を図ります。 
 

③ 消費者啓発事業          予算額 ２０，５５６千円 

消費者トラブルの未然防止、拡大防止に向けて、若年者や高齢 

者を中心に幅広い世代を対象とした消費生活出前講座等を開催す

るとともに、市町、消費者団体、事業者団体、関係機関、消費者啓

発地域リーダー等のさまざまな主体と連携した啓発活動や多様な

情報媒体の活用等により消費者啓発・消費者教育に取り組みます。 

また、人や社会、環境に配慮した消費行動であるエシカル消費に

対する理解が深まるよう、関係機関と連携してセミナー等の普及啓

発を行います。 
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④ 相談対応強化事業         予算額 ２４，３９２千円 

県消費生活センターに消費生活相談員を配置するとともにその

資質向上を図り、消費者からの相談に対して迅速かつ適切に対応し

ます。 

また、多重債務に関する相談に対して関係機関と連携して、適切

に対応します。 
 

⑤ 安全安心まちづくり事業          予算額 ６２３千円 

「安全で安心な三重のまちづくりアクションプログラム・第２

弾」に基づき、市町との連携強化を図るとともに、県民の皆さんや

事業者等さまざまな主体と協働しながら、犯罪のない安全で安心な

三重のまちづくりの実現に向けた取組を進めます。 
 

⑥ 性犯罪・性暴力被害者支援事業   予算額 ２２，５９７千円 

「みえ性暴力被害者支援センター よりこ」において、相談件 

数の急増等に対応するため相談体制の強化を図るほか、引き続き、

電話相談やＳＮＳ相談、付き添い支援等に取り組むとともに、関係

機関等と連携しながら被害者の心身の負担軽減と早期回復を図り

ます。 

また、認知度向上のための広報啓発を行います。 
 

⑦ （新）孤独・孤立な立場にある子どもの性被害支援強化事業  

＜事業実施期間：令和４年度＞   予算額 ５，３０３千円 

「学校における性被害」に関する課題把握・論点整理等を行い、

抽出した課題・論点を基に関係機関が参加する検討委員会により支

援マニュアルを作成し、公立・私立学校等の関係機関に配付し運用

することで、学校と関係機関の双方が連携しながら被害者に対する

アウトリーチ型の支援が行える体制を整備します。 
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（２）脱炭素社会の実現および「きれいで豊かな海」の再生 

① （一部新）脱炭素社会推進事業    予算額 ２９，５０３千円 

脱炭素宣言「ミッションゼロ2050みえ」の具現化に向けた取組 

をオール三重で進めるため、「ミッションゼロ2050みえ推進チーム」

の枠組みを活用して、再生可能エネルギーの利用促進、脱炭素経営

の促進、ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥの推進等に取り組みます。 

特に、温室効果ガス排出量の多い産業部門対策として、優良な脱

炭素への取組等を実地に調査し、水平展開を図ることで、事業者等

の自主的な脱炭素への取組を促進します。また、県も脱炭素への取

組を進めるため、県有施設への再エネ電力調達の手法を検討しま

す。 
 

② 地球温暖化対策普及事業       予算額 １１，６６１千円 

温室効果ガスの排出削減に向けた取組の普及を図るとともに、

「三重県気候変動適応センター」と連携し、「気候変動適応法」に

基づく気候変動影響への適応の取組を促進します。 

また、脱炭素社会の実現に向けた動きが加速していることから、

「三重県地球温暖化対策総合計画」の削減目標の再検討や必要な対

策を追加・拡充するなど、見直しを行うとともに、同計画の進捗状

況については、「三重県地球温暖化対策総合計画推進委員会」で評

価等を行います。 
 

③ 河川等公共用水域水質監視事業    予算額 ３８，１９１千円 

公共用水域および地下水の水質常時監視を行うほか、伊勢湾に 

流入する汚濁負荷量（ＣＯＤ、窒素、りん）の管理を図る水質総量

規制を実施するとともに、伊勢湾の水質汚濁の実態を把握するため

の調査等を実施し、河川、海域等の水質保全を図ります。 
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④ 伊勢湾行動計画推進事業       予算額 ８５，１３６千円 

海岸漂着物対策として、市町等が取り組む回収・処理および発 

生抑制対策事業に助成します。 

また、「伊勢湾 森・川・海のクリーンアップ大作戦」等の発生

抑制対策を広域的に展開するとともに、「きれいで豊かな海」の観

点を取り入れた調査研究を実施します。 

 

（３）人権が尊重され、誰もが参画できるダイバーシティ社会づくり 

① 人権啓発事業            予算額 ２２，１９０千円 

県民一人ひとりの人権意識の高揚を図るため、講演会等の開催 

やスポーツ組織との連携による啓発等を行うとともに、地域の実情

に応じた啓発活動を展開することができるよう、市町の取組に対す

る支援を行います。 

また、インターネット上の差別について、ＳＮＳ広告を活用した

効果的な人権啓発を実施し、ネット差別の発生防止を図ります。 
 

② 同和問題等啓発事業        予算額 １５，２５５千円 

同和問題や新型コロナウイルス感染症に関する人権侵害等あら

ゆる人権課題に対する県民の皆さんの理解と認識を深め差別のな

い社会を実現するため、マスメディアの活用やポスターなど、さま

ざまな手法による啓発を実施します。 
 

③ インターネット人権モニター事業   予算額 ２，９１９千円 

インターネット上の差別的な書き込みを早期に発見し、削除要 

請を行うとともに、差別事象の分析を行います。また、モニタリン

グ活動等に協力いただく「インターネット人権ソーシャルウォッチ

ャー」を養成する講座を開催します。 
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④ （一部新）みえの輝く女子プロジェクト事業 

予算額 ３，４４６千円 

女性が活躍できる環境整備に向けて、企業、国（労働局）、    

大学、地域経済団体等さまざまな主体と連携した「女性の大活躍推

進三重県会議」を運営するとともに、女性活躍推進法に基づく一般

事業主行動計画の策定支援やグループワークを通じた取組改善の

支援を行います。 
 

⑤ （一部新）男女共同参画センター事業 予算額 ８，５８８千円 

（２１，０５５千円 ※Ｒ３年度２月補正予算含みベース） 

コロナ禍で不安や困難を抱える女性の相談支援につなげるた

め、県男女共同参画センター「フレンテみえ」において、心理カ

ウンセリングなど相談体制の充実、サポート講座の実施、生理用

品の配布、ＳＮＳ広告による周知を図ります。 

また、男女共同参画意識の普及啓発および調査研究事業等を実

施します。 
 

⑥ 性の多様性を認め合う社会推進事業  予算額 ８，８６４千円 

「性の多様性を認め合い、誰もが安心して暮らせる三重県づく 

り条例」をふまえ、県民の皆さんを対象としたイベントや企業向け

研修の開催など、性の多様性に関する理解促進に向けた取組を行い

ます。 

また、性の多様性に関する相談窓口の運営や相談人材育成講座、

当事者等の交流会を行います。 
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⑦ （一部新）外国人住民に対する情報や学習機会の提供事業 

                 予算額 ２７，４９３千円 

外国人住民が、地域社会の一員として安心して生活することが 

できるよう、災害等の緊急時や危機に備え、外国人住民を取り巻く

関係者とのネットワークを強化するとともに、県内の日本語教育環

境を整備するため、外国人親子（子育て世代）を対象とするオンラ

インによる日本語教室のモデル事業を実施します。 

また、多言語ホームページにより行政・生活情報を提供するとと

もに、多文化共生への県民の皆さんの理解促進に取り組みます。 
 

⑧ 外国人住民の安全で安心な生活への支援事業   

予算額 ３９，３７８千円 

「みえ外国人相談サポートセンター（ＭｉｅＣｏ）」において、

関係機関と連携し、外国人住民の生活全般に関わる相談の対応を行

うとともに、必要な情報を提供します。 

また、医療通訳者の育成など医療機関における多言語対応の促進

や、消費者被害の防止に係る啓発に取り組みます。 

 

（４）「新たな日常」における文化の振興 

① 美術館展示等事業          予算額 ７９，９５２千円 

開館４０周年を記念し、日本を代表する絵本作家である   

「いわさき ちひろ」とその師である松阪市出身の画家 中谷泰との

交流を紹介する企画展をはじめ、本県にゆかりの深い画家を紹介す

る展覧会を開催します。 

また、文化・教育関係機関をはじめとするさまざまな主体と連携

した教育普及活動等に取り組みます。 
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② 総合博物館展示等事業         予算額 ５１，５３３千円 

三重の多種多様で豊かな自然や歴史・文化を紹介する企画展等 

を開催するとともに、学校や地域と連携して、学芸員講座（出前授

業）やアウトリーチキットの活用等のアウトリーチ活動を展開し、

人材育成と本県の魅力発信に取り組みます。 
 

③ 文化会館事業           予算額 ７０,７５８千円 

芸術性の高いオペラ、バレエ等から高い人気を誇る歌舞伎等の 

伝統芸能まで、多彩で魅力的な文化芸術公演やアウトリーチ活動、

人材育成に取り組みます。 
 

④ 生涯学習センター事業        予算額 ９，７０１千円 

多様化・高度化する生涯学習ニーズに応えるため、県内の高等 

教育機関等との連携により、三重の歴史・文化など時宜を得たテー

マによる学習機会を提供するとともに、地域において生涯学習分野

で活動する方々を支援するための研修会を開催します。 
 

⑤ 斎宮歴史博物館展示・普及事業   予算額 １２，４９２千円 

古典文学である「伊勢物語」と斎宮との関係を伝える特別展を  

開催するとともに、飛鳥・奈良時代の斎宮を明らかにする新たな映

像展示の上映や斎宮・斎王について多言語で紹介する動画を作成

し、プロモーション等を行います。 

さらに、さいくう平安の杜等を活用した歴史講座等を実施し、史

跡斎宮跡の魅力発信に取り組みます。 
 

⑥ 文化活動再開支援事業       予算額 １６，０００千円 

文化団体等が感染症対策を講じながら活動再開できるよう、  

県総合文化センターのホール等を利用する際の施設および付属設

備の利用料や緊急事態宣言等で中止となった公演等の準備に要し

た経費等の支援を行います。 
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⑦ 文化活動連携事業         予算額 １６，７２８千円 

「人材育成」など「新しいみえの文化振興方針」で定める５つ  

の方向性に係る取組について、専門的な視点から評価を行います。 

また、三重県文化賞の実施や各地域の文化活動等の情報発信によ

り、さまざまな主体の文化活動を促進します。 

さらに、今後の文化振興施策を一層推進するため「三重県文化振

興条例(仮称)」の制定に向けた取組を進めます。 

 

（５）循環型社会の構築 

① 地域循環高度化促進事業     予算額 １４３，３８４千円 

地域の廃棄物を資源としてとらえ、地域での一層の有効活用と 

高度化を促進するため、産業廃棄物の発生抑制、再生、減量化に加

え、新たに環境負荷低減等の設備導入等に対して、その経費の一部

を補助するとともに、事業者、研究機関、行政等のさまざまな主体

と連携し、調査研究を実施します。 
 

② （新）循環関連産業振興事業    予算額 ２９，７６６千円 

＜事業実施期間：令和４年度 ～ 令和６年度＞ 

循環関連産業の振興を図り、資源循環と経済の好循環を生み出す

よう、脱炭素化等の取組を促すための経営者向けトップセミナー

や、資源循環に関する担当者向け研修を実施します。 

また、産業廃棄物に係る手続き案内等の一部自動化を行うととも

に、資源循環を促進するためのガイドラインを策定します。 
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③ （一部新）プラスチック対策等推進事業 

予算額 ２１，５０９千円 

プラスチック資源循環の促進に向け、混合プラスチックを排出 

する事業者やマテリアルリサイクル技術を有する事業者と連携し、

実証事業を行います。 

また、海洋プラスチックごみ対策として、県民の皆さんや事業者

が楽しみながらごみ拾いできるアプリの導入に取り組みます。 
 

④ （一部新）食品ロス削減推進事業  予算額 １３，４５７千円 

食品ロス削減に向け、まだ食べられる食品の活用により生活困 

窮者等を支援するため、三重県食品提供システム「みえ～る」の参

加企業・団体の拡大に取り組むとともに、小売店舗等の食品ロス削

減に向け、市町と連携し、フードシェアリングサービスの導入等を

進めます。 
 

⑤ ＰＣＢ廃棄物適正管理推進事業   予算額 ４９，１９５千円 

ＰＣＢ廃棄物の適正な処理を推進するため、事業者に対し、  

ＰＣＢ特別措置法等に基づき処分期間内に処理されるよう指導等

を行います。また、必要に応じて行政代執行を行います。 
 

⑥ （一部新）不法投棄等の未然防止・早期発見推進事業 

予算額 ７７，１５２千円 

不法投棄の防止および早期発見のため、市町等と連携した取組 

を進めるとともに、監視カメラやドローン等を積極的に活用した的

確かつ効率的な監視・指導を行うほか、新たに自動運用型ドローン

による監視手法を検討します。 

また、建設系廃棄物対策のため、研修会を開催等します。 
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⑦ 環境修復事業        予算額 ３，１４０，８９８千円 

生活環境保全上の支障等がある３つの産業廃棄物不適正処理事

案（四日市市大矢知・平津、桑名市源十郎新田、桑名市五反田）の

行政代執行について、産廃特措法に基づく国の支援を得て、実施計

画に基づき、令和４年度末までに着実に対策工事を完了させます。 

また、四日市市内山事案については、その効果が継続しているこ

とを確認するため、モニタリングを実施します。 
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誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

環
境
生
活
部

く
ら
し
・
交
通
安
全
課

1
、

3
、

4
く
ら
し
安
全
班
、
交
通
安
全
班
：

2
2
4
-2

6
6
4

2
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
班

：
2
2
4
-2

4
0
0

県
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
防
止
、
消
費
生
活
の
安
全
の
確
保
、
地
域
防
犯
力
の
向
上
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
推
進
等
に
取
り
組
み
、
く
ら
し
の
安
全
・
安
心

の
実
感
を
高
め
ま
す
。

ま
た
、
性
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
ふ
ま
え
た
相
談
体
制
の
充
実
や
、
孤
独
・
孤
立
な
立
場
に
あ
る
子
ど
も
の
性
被
害
支
援
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

1
交
通
事
故
の
な
い
社
会
の
実
現

２
消
費
生
活
の
安
全
の
確
保

交
通
安
全
企
画
調
整
事
業
【

1
,4

6
5
千
円
】

令
和
３
年
７
月
に
策
定
し
た
「
第

1
1
次
三
重
県
交
通
安
全
計
画
」
に
基

づ
き
、
市
町
や
関
係
機
関
と
連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら
効
果
的
な
交
通
安

全
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
３
月
に
制
定
し
た
「
三
重
県

交
通
安
全
条
例
」
に
つ
い
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
を
活
用
し
て
効
果
的
・
効
率

的
に
周
知
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
意
識
や
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
、

自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
の
加
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
０

(ゼ
ロ

)を
め
ざ
す
推
進
運
動
事
業
【

3
,3

1
4
千
円
】

令
和
３
年
８
月
に
策
定
し
た
「
第
３
次
三
重
県
飲
酒
運
転
０

(ゼ
ロ

)を
め
ざ
す
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
教
育
お
よ
び
知
識
の
普
及
・
啓
発
を

行
い
ま
す
。
特
に
、
飲
酒
運
転
違
反
者
に
対
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
関
す
る
診
断
を
受
け
る

よ
う
通
知
、
勧
告
、
再
勧
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
再
発
防
止
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
飲
酒
運

転
と
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
運
営
し
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
図
り
ま
す
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
、
拡
大
防
止
に
向
け
て
、
若
年
者
や
高
齢
者
を
中
心
に
幅
広
い
世

代
を
対
象
と
し
た
消
費
者
啓
発
・
消
費
者
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
エ
シ
カ
ル
消
費
に
対
す

る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

消
費
者
啓
発
事
業
【

2
0
,5

5
6
千
円
】

「
み
え
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

よ
り
こ
」

に
お
い
て
、
相
談
件
数
の
急
増
等
に
対
応
す
る
た
め
相

談
体
制
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
引
き
続
き
、
電
話
相
談

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
、
付
き
添
い
支
援
等
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
被
害
者
の
心
身

の
負
担
軽
減
と
早
期
回
復
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知

度
向
上
の
た
め
の
広
報
啓
発
を
行
い
ま
す
。

「
学
校
に
お
け
る
性
被
害
」
に
関
す
る
課
題
把
握
・
論
点
整
理
等
を
行
い
、

抽
出
し
た
課
題
・
論
点
を
基
に
関
係
機
関
が
参
加
す
る
検
討
委
員
会
に
よ
り

支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
公
立
・
私
立
学
校
等
の
関
係
機
関
へ
配
付
し

運
用
す
る
こ
と
で
、
学
校
と
関
係
機
関
の
双
方
が
連
携
し
な
が
ら
被
害
者
に

対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
支
援
が
行
え
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
支
援
事
業
【

2
2
,5

9
7
千
円
】

（
新
）
孤
独
・
孤
立
な
立
場
に
あ
る
子
ど
も
の
性
被
害
支
援
強
化
事
業

【
5
,3

0
3
千
円
】

４
性
被
害
を
防
ぎ
、
被
害
者
に
寄
り
添
っ
た
取
組
の
充
実

「
安
全
で
安
心
な
三
重
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
第
２
弾
」
に
基
づ

き
、
市
町
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
等
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
と
協
働
し
な
が
ら
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
三
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
事
業
【

6
2
3
千
円
】

３
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

・課
題
把
握

・論
点
整
理

・検
討
会
に
よ
る
「
学
校
に
お
け
る
性

被
害
」
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

・マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
付

・連
携
体
制
の
構
築

相
談
対
応
強
化
事
業
【

2
4
,3

9
2
千
円
】

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
県
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
相
談
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

☎
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

14



脱
炭
素
社
会
の
実
現
お
よ
び
「
き
れ
い
で
豊
か
な
海
」
の
再
生

環
境
生
活
部

1
地
球
温
暖
化
対
策
課
：

2
2
4
-2

3
6
8

2
大
気
・
水
環
境
課

：
2
2
4
-2

3
8
2

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
環
境
、
経
済
、
社
会
の
統
合
的
向
上
を
め
ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
る
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
共
通
基
盤
と
な
る
取
組
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
や
「
き
れ
い
で
豊
か
な
海
」
の
再
生
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
ま
す

。

1
脱
炭
素
社
会
の
実
現

２
「
き
れ
い
で
豊
か
な
海
」
の
再
生

脱
炭
素
宣
言
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ゼ
ロ

2
0
5
0
み
え
」
の
具
現
化
に
向
け
た
取
組
を
オ
ー
ル
三
重

で
進
め
る
た
め
、
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ゼ
ロ

2
0
5
0
み
え
推
進
チ
ー
ム
」
の
枠
組
み
を
活
用
し
て
、

取
組
を
進
め
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
向
け
た
取
組
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
「
三
重
県
気
候
変

動
適
応
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
、
気
候
変
動
適
応
法
に
基
づ
く
気
候
変
動
影
響
へ
の
適
応
の
取

組
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
「
三
重
県
地
球
温
暖
化
対
策
総
合
計
画
」
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
「
三
重
県
地
球
温
暖
化
対
策
総
合
計
画
推
進
委
員

会
」
で
計
画
の
進
行
状
況
の
評
価
等
を
行
い
ま
す
。

公
共
用
水
域
お
よ
び
地
下
水
の
水
質
常
時
監

視
を
行
う
ほ
か
、
伊
勢
湾
に
流
入
す
る
汚
濁
負

荷
量
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
、
窒
素
、
り
ん
）
の
管
理
を
図

る
水
質
総
量
規
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
伊

勢
湾
の
水
質
汚
濁
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
等
を
実
施
し
、
河
川
、
海
域
等
の
水
質
保

全
を
図
り
ま
す
。

海
岸
漂
着
物
対
策
と
し
て
、
市
町
等
が
取

り
組
む
回
収
・
処
理
お
よ
び
発
生
抑
制
対
策

事
業
に
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
「
伊
勢
湾

森
・
川
・
海
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」

等
の
発
生
抑
制
対
策
を
広
域
的
に
展
開
す
る

と
と
も
に
、
「
き
れ
い
で
豊
か
な
海
」
の
観

点
を
取
り
入
れ
た
調
査
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

■
C

O
O

L 
C

H
O

IC
E（

賢
い
選
択
）
の
推
進

脱
炭
素
に
つ
な
が
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
賢
い
選
択
」
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
モ
デ
ル
事

業
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
オ
ー
ル
三
重
で
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

三
重
県
産
再
エ
ネ
利
用
に
よ
る
、
環
境
や
地
域
へ
の
貢
献
に
関
す
る
情
報
発
信
等
を
行
い
、

利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
県
も
事
業
者
と
し
て
再
エ
ネ
電
力
導
入
を
進
め
る
た
め
、

モ
デ
ル
調
達
を
行
い
ま
す
。

■
脱
炭
素
経
営
の
促
進

脱
炭
素
経
営
に
取
り
組
も
う
と
す
る
中
小
企
業
等
を
支
援
す
る
た
め
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

派
遣
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
設
定
支
援
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
効
果
的

な
脱
炭
素
の
取
組
を
調
査
し
、
水
平
展
開
を
図
る
こ
と
で
、
自
主
的
な
脱
炭
素
へ
の
取
組
を

促
進
し
ま
す
。

（
一
部
新
）
脱
炭
素
社
会
推
進
事
業
【

2
9
,5

0
3
千
円
】

地
球
温
暖
化
対
策
普
及
事
業
【

1
1
,6

6
1
千
円
】

河
川
等
公
共
用
水
域
水
質
監
視
事
業

【
3
8
,1

9
1
千
円
】

伊
勢
湾
行
動
計
画
推
進
事
業

【
8
5
,1

3
6
千
円
】

【
基
本
的
な
取
組
の
方
向
性
】


「
規
制
」
か
ら
「
管
理
」
へ
の
転
換


「
き
れ
い
さ
」
と
「
豊
か
さ
」
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進

従
来
の
「
水
環
境
の
保
全
」
に
加
え
、
「
生
物
生
息
環
境
の
保
全
、
再
生
」

に
配
慮
し
た
施
策
を
、
関
係
部
局
と
連
携
の
も
と
総
合
的
に
推
進

太
陽
光
発
電

風
力
発
電

水
力
発
電

三
重
県
内

再
エ
ネ
発
電
所

ﾊ
ﾞ
ｲ
ｵ
ﾏ
ｽ
発
電

●
●
電
力

▲
▲
パ
ワ
ー

事
業
者
Ａ

事
業
者
Ｂ

団
体
C

小
売
電
気
事
業
者

県
内
事
業
者
等

❶
公
募

❷
参
加

❺
認
定
証

❹
利
用
報
告

需
給
契
約

三
重
県

❻
利
用
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
発
信

❸
電
力
プ
ラ
ン
の
周
知


三
重
県
産
再
エ
ネ
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
向
上


再
エ
ネ
需
要
の
喚
起

三
重
県
産

再
エ
ネ
電
力

三
重
県
産
再
エ
ネ
電
力
利
用
促
進
事
業
（
事
業
者
向
け
）

環
境
生
活
部

国
・省

庁 農
林
水
産
部

県
土
整
備
部

大
学
等

教
育
機
関

市
民
団
体

N
P
O

伊
勢
湾

三
重
県

愛
知
県

岐
阜
県

広
域
連
携
・
多
様
な
主
体
と
の

連
携
を
推
進

「
き
れ
い
さ
」
を
目
指
し
た
、

水
質
規
制

良
好
な
水
環
境
と
生
物
生
産
性
、
生
物
多
様
性
が

両
立
し
た
「
き
れ
い
で
豊
か
な
海
」
の
再
生
を
広

域
的
か
つ
分
野
横
断
的
な
連
携
を
通
じ
て
推
進

【
こ
れ
ま
で

:
き
れ
い
な
海
】

【
こ
れ
か
ら
：
き
れ
い
で
豊
か
な
海
】

15



女
性
目
線
に
も
立
っ
た
職
場
づ
く
り
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
に

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
参
画
で
き
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
づ
く
り

環
境
生
活
部

1
人
権
課

：
2
2
4
-2

2
7
8

2
、

3
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ｼ
ﾃ
ｨ
社
会
推
進
課

（
男
女
共
同
参
画
班
）
：

2
2
4
-2

2
2
5

4
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ｼ
ﾃ
ｨ
社
会
推
進
課

（
多
文
化
共
生
班
）

：
2
2
2
-5

9
7
4

県
民
一
人
ひ
と
り
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
性
別
や
国
籍
等
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
希
望
を
持
っ
て
挑
戦
、
参
画
・
活
躍
で
き
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
の
実
現
に
向
け
、
コ
ロ
ナ
禍
を
ふ
ま
え
た
人
権
啓
発
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
、
誹
謗
中
傷
等
の
発
生
防
止
対
策
の
充

実
を
図
る
な
ど
総
合
的
な
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が
参
画
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
、
「
第
３
次
三
重
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
令
和
２
年
度
策
定
）

」
「
性
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
三
重
県
づ
く
り
条
例
（
令
和
２
年
度
制
定
）
」
に
基
づ
く
取
組
等
を
推
進
し
ま
す
。

１
コ
ロ
ナ
禍
を
ふ
ま
え
た
人
権
総
合
対
策

２
男
女
が
共
に
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

３
性
の
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
づ
く
り

女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
に
向
け
て
、
「
女
性
の
大
活
躍
推
進
三
重
県

会
議
」
の
運
営
と
と
も
に
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
支
援
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
企
業
の
取
組
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
講
演
会
等
の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ

組
織
と
の
連
携
に
よ
る
啓
発
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
差
別
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
を
活
用
し
た
効
果
的
な

人
権
啓
発
を
実
施
し
、
ネ
ッ
ト
差
別
の
発
生
防
止
を
図
り
ま
す
。

同
和
問
題
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
人
権
侵
害
等
あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題
に

対
す
る
県
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
認
識
を
深
め

差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
に
よ
る
啓
発
を
実
施
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
的
な
書
き
込
み
を
早
期
に

発
見
し
、
削
除
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
差
別
事
象
の
分

析
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
等
に
協
力

い
た
だ
く
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

「
性
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
三
重
県
づ
く
り
条
例
」
を
ふ
ま
え
、

イ
ベ
ン
ト
や
企
業
向
け
研
修
な
ど
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
促
進
に
向
け
た
取
組
を
行
う
と

と
も
に
、
相
談
窓
口
の
運
営
や
相
談
人
材
育
成
講
座
、
当
事
者
等
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

４
外
国
人
住
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
環
境
の
整
備

災
害
等
の
緊
急
時
や
危
機
に
備
え
、
外
国
人
住
民
を
取
り
巻
く
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
化
と
人
材
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
内
の
日
本
語
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
日
本
語
教
室
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
多
言
語
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
Ｍ
ｉ
ｅ
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
）
に
よ
り
外
国
人
住
民
に
必
要
な
行
政
・
生
活
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

「
み
え
外
国
人
相
談
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
ｉ
ｅ
Ｃ
ｏ
）
」
に
お
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
外
国
人
住
民
の
生
活
全
般
に
関
わ
る
相
談
の
対
応
を
行

う
と
と
も
に
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
通
訳
者
の
育
成
な

ど
医
療
機
関
に
お
け
る
多
言
語
対
応
の
促
進
や
、
消
費
者
被
害
の
防
止
に
係
る

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
権
啓
発
事
業
【

2
2
,1

9
0
千
円
】

同
和
問
題
等
啓
発
事
業
【

1
5
, 

2
5
5
千
円
】

（
一
部
新
）
み
え
の
輝
く
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
【

3
,4

4
6
千
円
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
モ
ニ
タ
ー
事
業
【

2
,9

1
9
千
円
】

性
の
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
推
進
事
業
【

8
,8

6
4
千
円
】

（
一
部
新
）
外
国
人
住
民
に
対
す
る
情
報
や
学
習
機
会
の
提
供
事
業
【

2
7
,4

9
3
千
円
】

外
国
人
住
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
へ
の
支
援
事
業
【

3
9
,3

7
8
千
円
】

三
重
県
人
権
セ
ン
タ
ー

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ミ
ッ
コ
ロ

コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
や
困
難
を
抱
え
る
女
性
の
相
談
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
フ
レ
ン
テ
み
え
」
に
お
い
て
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
相
談
体
制
の

充
実
、
サ
ポ
ー
ト
講
座
の
実
施
、
生
理
用
品
の
配
布
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
に
よ
る
周
知
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
意
識
の
普
及
啓
発
お
よ
び
調
査
研
究
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

（
一
部
新
）
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
事
業
【

2
1
,0

5
5
千
円
】

（
令
和
４
年
度
当
初
予
算

8
,5

8
8
千
円

令
和
３
年
度
２
月
補
正
予
算

1
2
,4

6
7
千
円
）

〇
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

計
画
策
定
を
支
援

※
金
額
は
Ｒ

3
年
度

2
月
補
正
予
算
含
み
ベ
ー
ス

A
社
の
取
組

参
考
と
な
る

〇
企
業
間
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

通
じ
た
取
組
検
討
、
発
表
会

上
司
と
共
有
し

検
討
し
よ
う

具
体
的
課
題
が

見
え
て
き
た
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環
境
生
活
部

文
化
振
興
課
：

2
2
4
-2

1
7
6

歌
川
国
貞
作

二
見
浦
曙
の
図

ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ

全
身
骨
格
標
本

円
空
作

聖
観
音
立
像

志
摩
市
三
蔵
寺

蔵

『
名
所
発
見
、
再
発
見
！
～
浮
世
絵
で
め
ぐ
る
三
重
の
魅
力
～
』

『
大
く
じ
ら
展
−
三
重
の
海
に
や
っ
て
く
る
ク
ジ
ラ
た
ち
−
』

『
三
重
の
円
空
』

と
い
っ
た
多
彩
な
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

～
開
館

4
0
周
年
記
念
～

『
宇
田
荻
邨
展
』

『
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
展
―
中
谷
泰
を
師
と
し
て
』

『
県
名
「
三
重
県
」
誕
生

1
5
0
周
年

岡
田
米
山
人
・
半
江
展
』

ほ
か
、
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
公
開

−
西
洋
美
術
を
中
心
に
』
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

宇
田
荻
邨
《
巨
椋

（
お
ぐ
ら
）
の
池
》

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ

《
緑
の
風
の
な
か
の
少
女
》

岡
田
米
山
人

《
春
秋
山
水
図
》

ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
《
橋
か
ら
見
た

ア
ル
ジ
ャ
ン
ト
ゥ
イ
ユ
の
泊
地
》

文
化
団
体
等
が
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
等
を
利
用
し
て
活
動
再
開
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

補
助
対
象
経
費
等
：
施
設
利
用
料
、
感
染
症
対
策
用
消
耗
品
費
や
緊
急
事
態
宣
言
等
で
中
止
と
な
っ
た

場
合
の
公
演
等
の
準
備
に
要
し
た
経
費

補
助
上
限
額
：

4
0
万
円

『
N

A
R

IH
IR

A
−
い
に
し
へ
の
雅
び
男
の
も
の
が
た
り
−
』

『
斎
宮
・
常
設
展
示
室
Ⅲ

そ
の
②

「
斎
王
群
行
」
』

『
鉄
道
模
型
で
見
る
懐
か
し
の
鉄
道
輸
送
―
貨
物
・
荷
物
・
郵
便
―
』

と
い
っ
た
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

斎
内
親
王
参
宮
図

セ
キ

3
0
0
0
（
石
炭
車
）

住
吉
具
慶
画
三
十
六
歌
仙

画
帖
よ
り
在
原
業
平

『
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
歌
劇
場
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
』

『
と
び
だ
せ
！
み
え
の
絵
本
作
家
た
ち
展

2
0
2
2
』

な
ど
、
多
彩
で
魅
力
的
な
文
化
芸
術
公
演
を
開
催

し
ま
す
。

み
え
の
絵
本
作
家
た
ち
展

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
歌
劇
場

千
田
嘉
博
さ
ん
（
撮
影
：
畠
中
和
久
氏
）

1
県
立
文
化
施
設
の
主
な
企
画
展
等

（
展
覧
会
の
名
称
は
仮
称
）

２
新
型
コ
ロ
ナ
に
影
響
を
受
け
た
文
化
活
動
の
再
開
支
援

斎
宮
歴
史
博
物
館
展
示
・
普
及
事
業
【

1
2
,4

9
2
千
円
】

文
化
活
動
再
開
支
援
事
業
【

1
6
,0

0
0
千
円
】

美
術
館
展
示
等
事
業
【

7
9
,9

5
2
千
円
】

総
合
博
物
館
展
示
等
事
業
【

5
1
,5

3
3
千
円
】

文
化
会
館
事
業
【

7
0
,7

5
8
千
円
】

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事
業
【

9
,7

0
1
千
円
】

「
新
た
な
日
常
」
に
お
け
る
文
化
の
振
興

三
重
に
ゆ
か
り
の
深
い
画
家
を
紹
介
す
る
企
画
展
や
三
重
の
持
つ
多
様
で
豊
か
な
自
然
と
歴
史
・
文
化
を
体
験
す
る
展
覧
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の
皆
さ
ん

が
文
化
芸
術
に
ふ
れ
る
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
文
化
団
体
等
に
対
し
て
活
動
再
開
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
等
大
き
な
社
会
情
勢
の
変
化
や
国
の
動
き
な
ど
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
今
後
の
文
化
振
興
施
策
の
推
進
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

３
今
後
の
文
化
振
興
施
策
の
推
進

文
化
活
動
連
携
事
業
【

1
6
,7

2
8
千
円
】

優
れ
た
文
化
活
動
を
行
う
個
人
・
団
体
を
顕
彰
す
る
「
三
重
県
文
化
賞
」
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
文
化
振
興
施
策
を
一
層
推
進
す
る
た
め
「
三
重
県
文
化
振
興
条
例

(仮
称
）
」
の
制
定
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

城
郭
考
古
学
者
の
千
田
嘉
博
さ
ん
の
講
演
会
な

ど
、
学
び
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
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○
事
業
者
と
連
携
し
、
混
合
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

の
実
証
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
県
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
が
楽
し
み

な
が
ら
ご
み
拾
い
で
き
る
ア
プ
リ
の

導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

循
環
型
社
会
の
構
築

環
境
生
活
部
廃
棄
物
対
策
局

1
、

2
、

3
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
課

3
廃
棄
物
監
視
・
指
導
課

3
廃
棄
物
適
正
処
理
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
ﾁ
ｰ
ﾑ

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
、
市
町
、
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
、

新
た
な
知
見
や
技
術
を
積
極
的
に
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
「
３
Ｒ
＋
Ｒ
」
の
促
進
や
廃
棄
物
処
理
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
循
環
関
連
産
業
の
振
興
に
注
力
す
る
こ
と
で
、
社
会
的
課
題
で
あ

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
や
食
品
ロ
ス
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

1
「
３
Ｒ
＋
Ｒ
」
の
促
進
（
循
環
関
連
産
業
の
振
興
等
）

○
事
業
者
に
対
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置

法
等
に
基
づ
き
処
分
期
間
内
に
処
理

さ
れ
る
よ
う
指
導
等
を
実
施
し
ま
す
。

○
産
業
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
再
生
、
減
量

化
に
加
え
、
新
た
に
環
境
負
荷
低
減
等
の

設
備
導
入
等
に
対
し
て
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
事
業
者
、
研
究
機
関
、
行
政
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
と
連
携
し
、
調
査
研
究
を
実
施

し
ま
す
。

○
監
視
カ
メ
ラ
や
ド
ロ
ー
ン
等
を
活
用
し
た
不

法
投
棄
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
新
た
に
自
動
運
用
型
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
監
視

手
法
を
検
討
し
ま
す
。

○
建
設
業
者
向
け
の
研
修
会
を
実
施
等
し
ま
す
。

○
脱
炭
素
化
等
の
取
組
を
促
す
た
め
の
経
営

者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
担
当
者
向
け
基
礎

研
修
を
実
施
し
ま
す
。

○
産
業
廃
棄
物
に
係
る
手
続
き
案
内
等
の

一
部
自
動
化
を
行
い
ま
す
。

〇
資
源
循
環
を
促
進
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

○
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障
等
が
あ
る
産
業
廃

棄
物
不
適
正
処
理
事
案
の
行
政
代
執
行
に
つ

い
て
、
産
廃
特
措
法
に
基
づ
く
国
の
支
援
を

得
て
、
実
施
計
画
に
基
づ
き

令
和
４
年
度
末
ま
で
に
対
策

を
完
了
さ
せ
ま
す
。

：
2
2
4
-3

3
1
0

：
2
2
4
-2

3
8
8

：
2
2
4
-2

4
8
3

３
廃
棄
物
処
理
の
安
全
・
安
心
の
確
保

地
域
循
環
高
度
化
促
進
事
業
【

1
4
3
,3

8
4
千
円
】

（
新
）
循
環
関
連
産
業
振
興
事
業
【

2
9
,7

6
6
千
円
】

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
適
正
管
理
推
進
事
業
【

4
9
,1

9
5
千
円
】

（
一
部
新
）
不
法
投
棄
等
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
推
進
事
業

【
7
7
,1

5
2
千
円
】

（
一
部
新
）
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
等
推
進
事
業
【

2
1
,5

0
9
千
円
】

環
境
修
復
事
業
【

3
,1

4
0
,8

9
8
千
円
】

○
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
品
の
活
用
に
よ
り

生
活
困
窮
者
等
を
支
援
す
る
た
め
、
食
品

提
供
シ
ス
テ
ム
「
み
え
～
る
」
の
参
加
企

業
・
団
体
を
拡
大
し
ま
す
。

○
小
売
店
舗
等
の
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
、

市
町
と
連
携
し
、
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等
を
進
め
ま
す
。

２
社
会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た
施
策
の
推
進

ご
み
拾
い
を
見
え
る
化

設
備
導
入
、
研
究
開
発
（
導
入
可
能
性
調
査
等
）

A
I配

車
シ
ス
テ
ム

E
V

銀
・
銅

・
ア
ル
ミ

ガ
ラ
ス
等

（
一
部
新
）
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
事
業
【

1
3
,4

5
7
千
円
】

食
品
関
連
業
者

探
す

食
材
の

受
け
渡
し

人
材
育
成

ｶ
ﾞ
ｲﾄ
ﾞ
ﾗｲ
ﾝ策

定

総
合
的
支
援

Ｄ
Ｘ
推
進

自
動
運
用
型
ド
ロ
ー
ン
活
用
の
検
証

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
証

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

光
学
選
別

ﾌﾟ
ﾗｽ
ﾁ
ｯｸ
原
材
料

・
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ア
プ
リ

・
食
品
提
供
シ
ス
テ
ム
「
み
え
～
る
」

登
録

ﾁ
ｬ
ｯ
ﾄ

ﾎ
ﾞ
ｯ
ﾄ

ア プ リ

マ
ッ
チ
ン
グ

混
合
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
回
収

支
援
団
体

消
費
者

太
陽
光
パ
ネ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
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【その他の主要事業】 

事業の内容 

〈地域防災力の向上〉 

１ 災害ボランティア支援等事業            ８，５３３千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 １ 生活対策費） 

「みえ災害ボランティア支援センター」の運営に参画するとともに、研修会

の開催等を通じ、関係機関と連携して災害ボランティアの受援体制の整備に取

り組みます。 

 

〈犯罪に強いまちづくり〉 

１ 犯罪被害者等支援事業               ７，２５４千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 １ 生活対策費） 

「三重県犯罪被害者等支援推進計画」に基づき、犯罪被害者等に寄り添った

各種支援施策を推進するとともに、関係機関・団体が相互に連携する総合的な

支援体制を整備します。また、犯罪被害者等が二次被害を受けることがないよ

う、県民の皆さんの理解促進を図ります。 

 

〈交通安全対策の推進〉 

１ 交通安全運動推進事業               ５，１３８千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ２ 交通安全対策費） 

関係機関・団体と連携して、四季の交通安全運動等における年間を通じた交

通安全啓発活動（ポスターの掲示、チラシ・啓発物品の配布、交通安全イベン

トの開催、ラジオ等による広報啓発等）を行い、交通事故防止の徹底に向けた

取組を推進します。 
 
２ 交通安全研修センター管理運営事業        ３９，３５５千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ２ 交通安全対策費） 

県交通安全研修センターにおいて、幼児から高齢者まで幅広い県民の皆さん

を対象にした参加・体験・実践型の交通安全教育を実施するとともに、地域や

職域で活動する交通安全教育指導者の養成・資質向上を図ります。 

 

〈消費生活の安全確保〉 

１ 消費者行政推進事業               ２０，５９９千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ７ 消費生活事業費） 

弁護士等との連携により県消費生活センターの専門性を確保するとともに、

県、市町の相談員等を対象とした研修会を開催し、県全体の相談対応能力の向

上を図ります。また、消費者啓発地域リーダーを生かした啓発活動や見守り活

動を促進するとともに、市町における消費者行政の推進を支援します。 
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事業の内容 

２ 事業者指導事業                  ６，１６８千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ７ 消費生活事業費） 

事業者指導の実効性を高めるため、不当商取引指導専門員を配置するととも

に、国、近隣県、警察、関係機関、関係部局等と連携して、悪質な取引や商品

・サービスに係る不適正な表示について事業者の監視・指導を行います。また、

適正な商取引や商品等の表示に向けた事業者の自主的な取組を支援します。 

 

〈脱炭素社会の実現〉   

１ 環境学習情報センター運営事業          ３２，０６８千円 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 １ 環境総務費） 

県環境学習情報センターを拠点として、環境講座や環境保全に関するイベン

トの開催等を通じて、環境教育・環境学習を進めるとともに、指導者の育成や

情報提供等を行います。 
 
２ 環境影響・公害審査事業                ９１４千円 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 １ 環境総務費） 

環境に著しい影響を及ぼすおそれのある事業等について、事業者において適

切な環境配慮が行われるよう、環境影響評価の取組を促進するほか、風力発電

所に係る「三重県環境影響評価条例施行規則」の見直しを行います。また、公

害事前審査や公害紛争処理に係る制度を適切に運用します。 
 
３ 環境行動促進事業                 ４，６２４千円 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 １ 環境総務費） 

「三重県地球温暖化防止活動推進センター」を拠点とした地球温暖化防止活

動推進員による活動や、学校、企業と連携した啓発活動を通じて、家庭におけ

る温室効果ガスの排出削減に取り組みます。 

 

〈生活環境の保全〉 

１ 大気テレメータ維持管理事業          １５２，５１１千円 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ３ 環境指導費） 

大気環境測定局の自動測定機器等の保守および更新を行い、大気汚染の状況

をモニタリングするほか、排出ガス量が多い工場の常時監視をします。また、

濃度上昇の際は予報等の発令を行い、大気環境の保全を図ります。令和４年度

には、大気汚染の状況をモニタリングしている三重県環境総合監視システムの

更新を行います。 
 
２ 自動車ＮＯｘ等対策推進事業            ５，９６８千円 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ３ 環境指導費） 

ＮＯｘ・ＰＭ法対策地域内において、自動車から排出される二酸化窒素およ

び浮遊粒子状物質の排出量調査ならびに沿道のＮＯｘ調査を実施し、総量削減

計画の進行管理等を行います。 
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事業の内容 

３ 騒音、振動、悪臭等対策事業            ３，５０８千円 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ３ 環境指導費） 

「三重県生活環境の保全に関する条例」（騒音・振動）に基づき、工場・事

業場に遵守指導を行います。また、「悪臭防止法」に基づき、町の区域におい

て規制地域の指定および規制基準の検討を行います。令和４年度は、老朽化し

た低周波騒音計の更新を行います。 
 
４ 土砂条例監視・指導事業              ５，６００千円 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ２ 廃棄物対策費） 

県内において、土砂等の埋立て等が適正に行われるよう、「三重県土砂等の

埋立て等の規制に関する条例」に基づき厳正に審査するとともに、土砂等の埋

立て等を行う者などへの監視・指導活動を実施します。 
 
５ 浄化槽設置促進事業                    １１６，１２３千円 

（第４款 衛生費 第６項 環境保全費 ３ 環境指導費） 

下水道と同等の処理能力を有する浄化槽や高度処理型浄化槽について、設置

者に補助を行う市町および公営事業として高度処理浄化槽を設置し、維持管理

を行う市町に対し助成し生活排水処理施設の整備率向上を図ります。 

 

〈人権が尊重される社会づくり〉 

１ 人権施策総合推進事業               １，９７５千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ４ 人権施策推進費） 

人権が尊重される社会を実現していくため、「第四次人権が尊重される三重

をつくる行動プラン」に基づき、人権施策の進捗管理を行い、人権尊重の視点

に立った行政を推進します。 
 
２ 人権文化のまちづくり創造事業             ７８７千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ４ 人権施策推進費） 

人権が尊重されるまちづくりの取組が県内全域において展開されるよう、地

域の団体等が主体的に開催する研修会等への講師派遣による支援を行います。 
 
３ 隣保館運営費等補助金             ２４９，４３８千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ４ 人権施策推進費） 

市町が設置する隣保館において、相談事業、啓発および広報活動、地域交流

などの隣保事業が推進されるよう支援します。 
 
４ 人権相談、調査・研究事業             ８，０７０千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ４ 人権施策推進費） 

人権相談窓口において相談対応を行うとともに、関係相談機関とのネット 

ワークを活用した連携対応を行います。また、新型コロナウイルス感染症に関

連する重大な人権侵害について、的確に対応していく相談者に寄り添った支援

を行います。 
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事業の内容 

〈ダイバーシティと女性活躍の推進〉 

１ 男女共同参画連絡調整事業             ４，１３２千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 １ 生活対策費） 

男女共同参画社会の実現に向けて、県男女共同参画審議会による外部評価を

実施し、施策の総合的な推進につなげます。また、市町に対しては、女性活躍

推進法に基づく推進計画の策定等の取組が進むよう、働きかけや支援を行いま

す。 
 
２ 広げようダイバーシティみえ推進事業        ２，９５７千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 １ 生活対策費） 

誰もが参画・活躍できるダイバーシティ社会の実現に向け、「ダイバーシテ

ィみえ推進方針」に基づき、県民の皆さんのダイバーシティに係る理解や行動

が拡がるよう講座等を実施します。 

 

〈文化と生涯学習の振興〉 

１ 図書館管理運営事業              ２１３，１３４千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 ８ 総合文化センター費） 

図書館総合情報ネットワークや図書の相互貸借に係る物流ネットワークを

適切に運用して全県域へのサービスを提供するとともに、県内図書館職員を対

象とした研修会の開催等により職員の資質向上を図り、県民サービスの向上に

つなげます。 

 

〈教育環境の整備〉 

１ 私立高等学校等振興補助金         ５，０５５，３１２千円 

（第 10款 教育費 第８項 私学振興費 １ 私学振興費） 

公教育の一翼を担う私立学校（小学校・中学校・中等教育学校・高等学校）

において、建学の精神に基づく個性豊かで多様な教育が推進されるよう経常的

経費への支援を行います。 

 

〈子どもが豊かに育つ環境づくり〉 

１ 私立高等学校等就学支援金交付事業     ２，７６９，１０６千円 

（第 10款 教育費 第８項 私学振興費 １ 私学振興費） 

私立学校に通う子どもたちが安心して学べるよう、就学支援金等の支給を行

うことにより、保護者等の経済的負担の軽減を図ります。 
 
２ 私立高等学校等教育費負担軽減事業       １８４，６２３千円 

（第 10款 教育費 第８項 私学振興費 １ 私学振興費） 

私立学校に通う子どもたちが安心して学べるよう、奨学給付金の支給や授業

料減免を行った学校法人に対する助成等を行うことにより、保護者等の経済的

負担の軽減を図ります。 
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事業の内容 

〈水の安定供給と土地の適正な利用〉 

１ 水道事業等指導事業                ６，８０２千円 

（第４款 衛生費  第６項 環境保全費 ３ 環境指導費） 

県民に対し安心して飲める水が安定的に供給されるよう、水道の施設整備や

事業経営および施設の維持管理についての指導監督を行います。また、県内の

水道事業が将来にわたり経営環境を維持していけるよう水道基盤強化の取組

を促進します。 
 
２ 生活基盤施設耐震化等補助         １，２３４，９８２千円 

（第４款 衛生費  第６項 環境保全費 ３ 環境指導費） 

水道事業等を行う市町等に対し国交付金を財源とした助成を行い、水道施設

の耐震化や老朽化対策および水道事業の広域化の取組を支援します。 
 
３ 水道事業会計支出金              １４７，４２０千円 

（第４款 衛生費  第６項 環境保全費 ３ 環境指導費） 

水道広域化施設等に対し、一般会計から水道事業会計に出資・補助を行い、

地方公営企業の経営健全化を促進し、その経営基盤の強化を図ります。 

 

〈総合計画の推進〉 

１ みえ県民交流センター指定管理事業        ２６，４８３千円 

（第２款 総務費 第５項 生活文化費 １ 生活対策費） 

県民の社会参画と多様な主体の連携による地域課題の解決が進むよう、「み

え県民交流センター」を拠点とした情報発信、ＮＰＯ等の基盤・機能強化に取

り組みます。 
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